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主に屋外で利用される大型映像表示装置用の発光素子である。映像を通じて公共の場にいる
人々に共通の情報を伝える大型映像表示装置は昼間に太陽光が表示面に照射する条件下で
も、鮮明なカラー画像を表示できるように高い輝度を実現する必要がある。CHD管（Color
High brightness Discharge tube）は放電を利用して、当時の大型映像表示装置分野での最
高輝度を実現した。その後の技術開発の目標となる高輝度化を実現した技術として重要であ
る。
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スーパーカラービジョン用発光素子CHD 管
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